The Lepidopterological Society of Japan 


WEE Lepidoptera Science 62 (3): 111-117, October 2011 


石川 県 金沢 市 産 セ マキ マダ ラ ヒ カ ゲー その 後 の 生 


佐藤 卓也 り ・ 高 橋 真 弓 2 


D923-0931 小松 市 大 文字 町 129 
2 420-0881 静岡 市 葵 区 北 安 東 5-13-11 





的 知見 


Some ecological notes on Neope niphonica niphonica Butler (Lepidoptera, Nymphalidae, Satyrinae) in Kanazawa 
City, Ishikawa Prefecture, central HonshQ (Hokuriku District), Japan 


Takuya SATO” and Mayumi TAKAHASHI” 


P Daimonji-chó 129, Komatsu-shi, Ishikawa, 923-0931 Japan 


2 Kita-Andó 5-13-11, Aoi-ku, Shizuoka-shi, Shizuoka, 420-0881 Japan 


Abstract Additional observations of food plants, life histories, adult behavior and parasitism in immature stages of 


Neope niphonica niphonica in Kanazawa City are reported. 


Key words Neope niphonica niphonica, N. goschkevitschii, food plant, life history, adult behavior, parasitism, Kanazawa 


City (Hokuriku, Honsh0). 


は じ め に 


筆者 ら は すでに 金沢 市 産 ヤ マキ マダ ラ ヒ カ ゲ WAeope 
niphonica niphonica Butler, 1881 0E SE BS ATE, E HE PERS Z5 
に つい て 報告 し た (高橋 ・ 佐 藤 , 2002). 今回 は , その 後 得 ら 
れ た 生態 的 知見 に つい て 報告 する . 


2002 年 以降 の 野外 調査 は 著者 の 一 人 , 佐藤 が 金沢 市 中 山 町 
で 行い , 今回 の 報告 は 特に 記さ な い 限 り そ の 地点 で の 観察 
に よる . 


な お 寄生 蜂 の 同 定 の 際 に は , 石川 県 ね れ あ い 上 昆虫 館 前 館長 
の 富 極 一 次 氏 . お よび 石川 県 ふれ あい 昆虫 館 の 石川 卓弥 氏 
に 多大 な る 御 援助 ・ 御 協力 を いた だ いた . 同定 は , 卵 寄生 
蜂 は 山岸 健二 教授 (名 城 大 学 ), 幼虫 寄生 蜂 は 上 条 一 昭博 士 
(北海 道 美 唄 市 ) に お 願い し , 同時 に 多く の 御 教示 を 賜っ 
た . また 草刈 広一 氏 (山形 県 小国 町 ) に は , 山形 県 に お ける 
本 種 の 卵 寄生 蜂 に つい て 御 教示 いた だ いた . これ ら の 方 々 
に 心から お 礼 申 し 上 げ る . 








I. 食 草 
1. ミナ カミ ザ サ と チマ キザ サ 


筆者 ら は 前 報 で ミナ カミ ザ サ Sasa senanensis var. harai 
Suzuki を ナマ キザ サ Sasa palmata Nakai の 有 毛 型 と し , チマ 
キザ サ は 無 毛 型 と し て 扱っ た . この 二 つ の ササ は 葉 の 裏面 
や 程 珍 の 毛 の 有無 等 の 形態 的 特徴 の 他 , 中 出町 で の 観察 に 
よれ ば 春の 新 葉 の 展開 時 期 や 群落 の 高き な ど に 差 が 見 られ 
る よう だ . し か し , 両者 が 別種 な の か , 同種 内 の 変異 な の 
か 不明 で ある . 


野外 に お いて 本 種 の 卵 や 若 齢 効 虫 を , 両方 の す ササ か ら 発見 


し て いる (高橋 ・ 佐 藤 , 2002). € 7 IRI — S838 DAEL 
本 種 の 幼虫 が , 飼育 下 に お いて 両方 の ササ を 摂 食 する の を 

察し て いる . 以上 の 事実 か ら 本 種 は この 二 つ の ササ を 
区 別 せ ず に 利用 し て いる と 考え られ る . 


2. アズ マ ザ サ 属 Sasaella と サト キマ ダラ ヒ カ ゲ 


2005 年 9 月 10 日, 中山 町 で 採集 し た サト キマ ダラ ヒ カ ゲ 
Neope goschkevitschii D i 9l 942, ポリ 袋 内 で チマ キザ サ の 
無 毛 型 (チマ キザ サ ) を 与え た が , 9 月 12 日 午前 中 に 容器 
の ポリ 袋 へ 7 卵 を 産卵 し て , 袋 内 の チマ キザ サ に は 産卵 し 
な か っ た . 


その 日 の 夕方 , 自宅 近く で 採集 し た アズ マ ザ サ Sasaella 
ramosa と 思わ れる アズ マ ザ サ 属 の ササ (HR) を 与え た と 
CA, すぐ に この 葉 へ 1 卵 塊 (6 卵 ) を 産卵 し た . 


これ ら の 卵 か ら 峰 化し た 幼虫 に , 中 山 町 で 採集 し た チマ キ 
ザ サ の 無 毛 型 と 有 毛 型 を 与え た が 摂 食し な か っ た . し か し 
アズ マ ザ サ 属 の ササ を 与え る と すぐ に 食べ 始め た . 


その 後 も 各 齢 に お いて , これ ら 3 種 の ササ を 与え た が , 成 
ALARDE VP AEA! (IHI FY) を 食 
べた の み で , それ 以外 は アズ マ ザ サ 属 の ササ し か 食べ な か 
っ た . JEt Figs 1-4 に 示す . 


調査 地 か ら 集落 に 近寄っ た 場所 に は , ヤダ ケ 属 Pseudosasa 
の ササ が あり ( 植 栽 後 放置 され た 可能 性 が ある ), この 周囲 
で は 本 種 と 共に サト キマ ダラ ヒ カ ゲ を 見 か ける 事 が 多い . 
中 山 町 に お いて は 本 種 が 主として Sasa Be, サト キマ ダラ 


ヒ カ ゲ が 5asg 履 以外 を 利用 し , 両者 は すみ わけ を し て いる 
可能 性 が ある . 











NII-Electronic Library Service 


The Lepidopterological Society of Japan 


112 WREE- BRES 





Figs 1-4. Larvae of Neope goschkevitschii. Eggs laid on Sept. 12, 2005. (1) 2nd instar larvae (Sept. 24, 2005) 
; (2) 3rd instar larvae (Oct. 2, 2005) ; (3) 4th instar larvae (Oct. 6, 2005) ; (4) 5th (final) instar larvae 
(Oct. 17, 2005). 

Fig. 5. A summer form male of Neope niphonica niphonica, sucking sap of Quercus acutissima in the early 
morning (AM 5:59. Aug. 25, 2001) at Enokio-machi, Kanazawa City. 

Figs 6-7. Larvae of Neope niphonica niphonica. Eggs laid on May 13, 2001. (6) 2nd and 3rd instar larvae (May 
31, 2001); (7) 5th (final) instar larvae (June 17, 2001). 


I. 生活 史 
1. WMAP RCE 


2001 Æ 5 月 12 日 に 採集 し た 春 型 1 そ が 13 日 に 産卵 し た 1 
卵 塊 , 2003 年 5 月 17 日 正午 過ぎ に 産卵 を 日 撃 し た 1 卵 塊 , 
2007 年 6 月 12 日 に 採集 し た 1 群 の 1 KEDAN ENE 
自宅 で 飼育 し た 結果 が Table 1 で ある . 


この デー タ か ら , 金沢 市 産 の 夏 型 と な る 世代 の 幅 期 は ほぼ 
1 ヵ月 で , 鹿児島 県 霧島 山塊 の 困 野 岳 , 島根 県 の 三瓶 山 , 静 
岡 県 伊豆 半島 達磨 山 な どの 同じ 世代 に お ける 約 2 週間 ( 高 
橋 ・ 淀 江 , 1992) に 比べ て 明らか に 長い . また 実際 に 野外 で 
の 観察 か ら , 2001 年 ・2003 F * 2007 年 と も , 夏 型 の 羽化 は 








8 月 10 日 頃 か ら 9 月 上 名 まで と み ら れ る と ころ か ら , ES 
に 2001 年 と 2003 年 に お ける 野外 で の 実際 の 幅 期 は , 飼育 
結果 より も さら に 2 週間 程度 長い も の と 推定 さき れる. 


北陸 地方 の 低 山 地帯 や 平地 で は 7 月 下旬 か ら 5 月 中 旬 頃 ま 
で 晴天 が 続き , 本 種 の 生息 地 で は 林内 で も 乾燥 する . 本 種 
(LH WER LT, この 時 期 に 羽化 する こと 避け て いる と 
考え られ る . この 点 , 上 に あげ た 鹿児島 県 栗野 后 そ の ほか 
D, この 時 期 に や や 傘 涼 で 湿潤 な 山地 と は 異な っ て いる . 
ちな み に 温 暖気 候 で 夏 に 高温 と な る 千葉 県 房総 半島 で は 幅 
A EAKIR LCS 92x ACE CHERL TRATED 
られ て いる (Tani, 1983). 
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Table 1. Development period (days) of Neope niphonica niphonica Butler from Nakayama-ch6, Kanazawa City in each egg cluster 


bred in room. 














Date of No. of Oval Larval period (instar) Pupal Date of No. of 
oviposition eggs period ÀJ) i hes period emergence emergence 
産卵 日 卵 数 JEJA 1 2 3 5 wH 羽化 日 羽化 数 
May 13, 2001 27 9 5 5 3-5 68 14-19 26-33 July 22-Aug. 1 3445. 
May 17, 2003 22 8 5 5 46 68 1121 31-38 July 30-Aug. 8 2S7F. 
June 12, 2007* (25) ー ー 5 3-5 12-19 27-40 Aug. 12-27 eT 


*First instar larvae obtained in the field. 


(abnormal adults Sexs) 


Table 2. Development period (days) of Neope niphonica niphonica Butler and Neope goschkevitschii Ménétriés from Nakayama-chó, 


Kanazawa City in each egg cluster bred in room. 











Date of No. of Oval Date of Larval period (instar) Date of Date of 
No. oviposition eggs period hatching 幼虫 齢 其 pupation emergence 
産卵 日 卵 数 卵 期 MEG 1 2 4 5 WAE H 羽化 日 
2d , Nov. 17 & 22, 2001 
1 Sept. 4, 2001 14 ー Sept. 7 4 56 34 8-9 11-17 Oct. 10-18 22, Apr. 23, 2002 
2 Sept. 15,2001 24 ー Sept. 20 6 5-6 5-7 7-9 1647 Oct.30-Dec.2 4/72, May 10-14, 2002 


3 Sept. 12,2005 22 


6-8 Sept. 18-20 5-7 6-8 5-10 7-14 19-28 Oct. 25-Nov. 7 


5 $17, Nov. 27-Dec. 13, 2005 
14, Mar. 14, 2006; 
12, Mar. 20, 2006 
(abnormal adults) 





* Nos 1-2, Neope niphonica niphonica; no. 3, N. goschkevitschii. 


2. 夏 型 の 羽化 期 一 サト キマ ダラ ヒ カ ゲ と の 比較 


夏 型 の 羽化 は 8 月 中 旬 か ら 9 月 上 旬 に か け て で ある . t 
と サト キマ ダラ ヒ カ ゲ の 夏 型 発生 時 期 に は 顕著 な 差 が な い 
よう に 思わ れる . 採集 し た 個体 の 汚損 状況 等 か ら 推測 する 
と , むし ろ こ の 2 種 の 当地 で の 夏 型 の 発生 時 期 は ほとん 
ど 重 な っ て いる と 思わ れ , 房総 半島 に お ける 両 種 の 混 生 地 
の よう に (高橋 ・ 青 山 , 1989), 夏 型 の 発生 が ずれ る 事 は な 
いよ う で ある . 


3. 幼虫 発育 日 数 の 個体 差 


Table 2 に , 前 述 の 2005 年 に 飼育 し た サト キマ ダラ ヒ カ ゲ 
と , 2001 年 に 飼育 し た ヤマ キマ ダラ ヒ カ ゲ (と も に 夏 型 * 
DER) OE B TRUE. サト キマ ダラ ヒ カ ゲ は 中 齢 以 
KE, 成長 に ば ら つ き が 見 られ た . ヤマ キマ ダラ ヒ カ ゲ は 個 
体 間 の 差 が 小さ く , 比較 的 よく そろ っ た 


4. 春 型 が 少な い 理由 


2001 年 9 月 20 A IREL Z% EZ, 3 齢 まで の 成長 は 揃っ 
た が , 4 齢 以降 に 大 き な 差 が 出 た . 例え ば 10 月 28 日 や 11 
月 3 日 に 前 疫 に な っ た 幼虫 は , その 後 1 AECL ROR 
が , 11 H 20 H (C Billig. 7e o 72 28 (Xx 11 H 25 日 に , 11 月 25 
H (C BIN IT 72 o 72 2 8813: 12 H 2 H (Cil 72 o 75. 


また 11 月 中 旬 か ら は , 死亡 する 個体 が 続出 し た . 


強い 冷え 込み の あっ た 時 は , 数 日 間 活 動 し な いこ と も あり 
晩秋 の 低温 が 原因 で 成長 に 差 が 生じ た り , 死亡 し た り し た 
と 考え られ る . 低温 に よる 効 虫 の 死亡 は , 野外 で も 一 般 的 
に 起こ っ て いる と 推測 で きる . また 雨 の 影響 も 大 きい と 考 
えら れ , 10 月 下旬 か 11 A EDIE TOZ k Xl 
の まま 死亡 する の で は な い だ ろ うか . この こと は , 本 種 の 
春 型 の 個体 数 が 夏 型 に 比較 し て 少な い 原 因 の ひと つと な っ 
て いる と 考え られ る . 


II. 成虫 の 行動 
1. 春 型 の 産卵 


2003 年 $ 月 17 日 , 春 型 * の 産卵 を 目撃 し た . 林 縁 部 の チマ 
キザ サ 無 毛 型 に , 12 時 13 分 に 飛来 し , 同 14 分から 27 分 ま 
で の 13 分 間 で 22 卵 か ら な る 1 卵 塊 を 産卵 し すぐ に 林内 へ 
飛び 去っ た . 


飛来 し た 時 , すぐ に 葉 へ 止ま ら ず 近づい て は 離れ る こと を 
2 回 繰り 返し , 3 回 目 に 止ま っ て すぐ に 葉 の 表面 を 歩い て 
mB L, 葉 の 裏側 へ 移っ て 産卵 を 開始 し た . 現在 まで 
に 知ら れる 本 種 の 産卵 姿勢 と 異な る が , 林 緑 部 の ササ で 日 
光 が 当 た っ て いた の が 影響 し た か も し れ な い . 
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Fig. 8. Sap-sucking behavior of Neope niphonica niphonica and N. goschkevitschii. Relationship between hours 
and light-intensity. Butterflies sucking sap of Quercus acutissima, in the early morning (Aug. 25, 2001) 


at Enokio-machi, Kanazawa City. 


2. 夏 型 の 日 周 活動 


前 報 (高橋 ・ 佐 藤 , 2002) で 触れ た 本 種 夏 型 の 早期 活動 に つ 
いて 述べ る . Fig. 8 は 2001 年 8 月 25 日 , 金沢 市 榎 尾 (標高 
110m) で 行っ た 観察 を 示し た も の で ある . 照度 は 写真 撮影 
用 の 露出 計 で 測光 し , 測定 し た BV 値 を 基 に 計算 し て 求め 
た . 使用 し た 露出 計 は セコ ニッ ク ・ デ ジラ イト F(L-328), 
式 は lux=3.4x2EY に よる . 


この 日 は 日 の 出前 の 4 時 50 分 か ら 7 時 30 分 まで 観察 し た . 
$ 時 59 分 に 飛来 し た ヤマ キマ ダラ ヒ カ ゲ ィ (Fig. 5, Fig. 8 の 
A) は , クロ ヒ カ ゲ に 追い 払わ れ た が , 約 1 時 間 後 に 再び 飛 
来 し て 吸 液 し た . 最初 に 飛来 し た 時 と 同じ 樹液 に 止ま り , 
すぐ に 吸 液 を 始め て 約 4 分 後に 飛び 夫 っ た . 6 時 34 分 に 飛 
来 し た ? は , 観察 者 の 腰 の バッ グ で 5 分 以上 吸 汁 し た . if 
を 吸っ て いた と 思わ れる . 


2007 年 9 H 4 日 , 林 縁 部 の クヌギ で 観察 し た . 6 時 20 分 に 
到着 し た 時 は 既に 数 頭 の 本 種 が 吸 液 し て いた . 約 1 時 間 後 
観察 し て いる 間 に , 約 10 頭 の 個体 が 樹液 に 飛来 . この うち 
の 採集 し た 3 頭 は すべ て 本 種 の 夏 型 の だ っ た . 他 の 目撃 個 
体 も 本 種 の 夏 型 ので あっ た と 思わ れる . 


この 日 は その 前 に , 4 時 S0 分 か ら 6 時 過ぎ まで 林内 で 観察 
Lie, ここ で は 5 時 43 分 に 本 種 1 そ が 飛来 , Bo L 7 (H8 
E ux). 8 時 に 再び この 場所 を 訪れ た と ころ , 本 種 1 の 1 
\ が 吸 液 し て いた . 


これ ら や 他 の 断片 的 な 観察 か ら , 本 種 の 夏 型 成虫 の 日 周 活 
動 を 次 の よう に 推測 し た . 晴天 の 日 は 早朝 か ら 活 動 す る . 
朝 は 樹液 を 訪れ て の 摂 食 が 中 心 で , 日 中 は 休息 し , 夕方 に 
再び 樹液 を 訪れ る . 夕方 は 朝 よ り る も 活発 に 活動 し , 他 の 個 
体 を 追 飛 する 個体 も 目撃 で きる . 配偶 行動 は 夕方 に 行わ れ 
る よう だ . 


曇天 や 雨 の 日 に は 早朝 の 活動 は 見 られ な い . し か し , 正午 
頃 か ら 夕方 に か け て , 樹液 を 訪れ る 個体 は 多い . 晴天 時 の 
早朝 の 活動 が 半日 か ら そ れ 以 上 遅れ て 開始 され , その まま 
夕方 の 活動 を 連続 する よう だ . この 場合 日 中 の 休息 は な く 
な る と 考え られ る . 


曇天 で も 気温 が 高い と 活動 が 不 活発 な こと か ら , 晴天 の 日 
の 日 中 の 休息 は 高い 気温 を 避け る た め と 思わ れる . 著者 ら 
の これ まで の 観察 で は 25*C 以 上 で の 活動 は 観察 され て い 
な い . 


日 中 と 夜間 の 休息 場所 は , 林内 の 低木 上 や 林 床 近く が 知ら 
れ て いた . し か し 林 完 部 の 葉 や 枝 に 止ま っ て 休息 する 個体 
も 多い よう だ . 


早朝 樹液 を 吸っ た 後 , Moo CEU E 2 TR BS Po a OT 
に 止ま る 個体 を 観察 し て いる . また 樹液 に 飛 米 する 個体 は , 
林内 の 地上 5 一 10 m の 高き を 飛ん で 来 て , 樹液 木 の 幹 に 沿 
っ て 飛び な が ら 下 り て 樹液 に 止ま っ た り , MEOH 55& 
び 出 る よう に 現れ て 下降 し た りす る 行動 が 見 られ る . 
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Fig. 9. Eggs of Neope niphonica 
niphonica parasitized by 
Telenomus hakonensis. 


Fig. 10. Adults of Telenomus 
hakonensis emerged out 
of the eggs of Neope 
niphonica niphonica. 


Fig. 11. 2nd instar larva of Neope 
niphonica niphonica 
parasitized by five larvae 
of Euplectrus sp. (Sept. 
18, 2001). 


Figs 12-13. Two larvae of 
Euplectrus sp. parasitized 
the 1st instar Neope 
niphonica niphonica 


(Sept. 17, 2008). 


Fig. 14. Two cocoons of 
Euplectrus sp. under the 
1st instar larvae of Neope 


niphonica niphonica 
(Sept. 20, 2008). 


Figs 15-16. Adults of Euplectrus 
sp. (15) Lateral aspect; 
(16) Dorsal aspect. 
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羽化 直後 や 比較 的 新 鮭 な 個体 は , 今 ま で 知ら れ て いる よう 
に 林内 の 林 床 近く で 観察 で きる . 


し か し 同じ 場所 で 羽化 後日 数 の 過ぎ た 個体 を 見 る 事 は ほ と 
ん ど な い . その よう な 個体 を 見 る の は , 活動 時 間 帯 の 樹液 
の 周り か , 強い 風 が 吹い て いる 日 の 林内 で ある . 


山形 県 小国 町 で は , 本 種 の 夏 型 成虫 が 夕方 樹冠 を 探る よう 
CSI SIL ?, ZOR, 落下 する 黄葉 に か ら み つく よ 
うに 飛ぶ 行動 が 観察 され て いる (高橋 ・ 草 刈 . 2005). こう 
し た 行動 は , 羽化 後 あ る 程度 の 日 数 が 過ぎ て 繁殖 に 参加 す 
る よう に な っ た , 活動 や 休息 の 場所 を 林 冠 部 へ と 移し た 個 
体 の も ゃ の と 推測 され て 大 変 足 重 で ある . また 同氏 は 早朝 の 
活動 を 観 窪 で き な か っ た と し て いる . これ は , 早朝 は 休息 
場所 か ら す ぐに 樹液 に 飛来 し , 吸 液 後 す ぐに 休息 に 入る た 
め に , 樹液 木 の 周 囲 に は 見 られ な いこ と に よる の で は な い 
か と も 考え られ る . 


V. 寄生 蜂 


石川 県 金沢 市 産 や マキ マダ ラ ヒ カ ゲ の 卵 ・ 幼 虫 を 飼育 する 
過程 で , 本 種 に 寄生 する 2 種 の 寄生 蜂 を 確認 し た こと は す 
で に 報告 し た と お り で ある (BME - HERR, 2008). ここ で は 
さら に いく つか の 未 発表 の 知見 を 加え て これ を 補足 する . 
Figs 9-16 の うち , 9 お よび 11-14 は 未 発表 の 写真 で ある . 10, 
15, 16 は 上 記 の 報告 中 に 発表 きれ た も の で ある . 


1. ハコ ネクロ タマ ゴ バ チ 


本 種 の 卵 寄生 峰 と し て クロ タマ ゴ バ チ 科 の ハコ ネクロ タマ 
DNF Telenomus hakonensis Ashmead, 1904 を 確認 し た (Figs 
9, 10). 


2001 年 9 月 4 日 , ナマ キザ サ 無 毛 型 か ら 採 集 し た 本 種 の 16 
卵 か ら な る 1 卵 塊 は , 9 月 7 日 に 3 卵 が 黒 変 し , 9 月 10 日 に 
は 全 卵 が 黒 変 し て 9 月 17 日 に 多数 の ハチ が 羽化 し た . この 
ハチ は 山岸 健三 教授 に よっ て , ハコ ネクロ タマ ゴ バ チ と 同 
定 さ れ た (HE + (EIR, 2008). 


この ハチ の 寄生 率 は 高い よう で , 2001 年 9 月 15 日 に 採集 
し た 24 卵 , 14 卵 , 29 B8, 24 Bf Z^ 5 7e 5 ABUELO 5, 1458 
と 24 卵 か ら な る 卵 塊 で は その すべ て が 寄生 きれ て いた . E 
た 2007 年 9 月 17 日 に 発見 し た 2 卵 更 は, その ほとん ど が 
寄生 きれ て いた (33 卵 の うち 31 卵 ・47 卵 の うち 45 卵 ). 


本 種 の 卵 の 黒 変 に つい て は 草刈 広一 氏 も 観察 し て いる ( 高 
橋 ・ 草 刈 、 2005). 2008 年 8 月 27 日 に 草刈 氏 が 山形 県 小国 町 
沼沢 で 採集 し た 本 種 黒 変 卵 か ら 羽 化し た ハチ る も , 山岸 教授 
に よっ て ハコ ネクロ タマ ゴ バ チ と 同定 され て いる (PEE). 


2. ヒメ コバ チ 科 の 一 種 


若 齢 効 東 に 外部 寄生 を する ヒメ コバ チ 科 の 一 種 , Euplectrus 
sp. を 確認 し た . 

2001 年 9 月 15 Hic, 本 種 1 pH 2 8H € 2 ESI HR 16 頭 の , 
18 8^ 5 7e A ZERO — RE ERE LZ. この うち 1 齢 幼 
虫 2 頭 に は , 1 個 と 2 個 の . 25] dz € HSH 448 0 5 
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個 の 乳白 色 を し た 水滴 状 の 付着 物 が 確認 で きた (Fig. 11). 
これ は ハチ の 幼虫 で , 1 齢 の 付着 物 は 9 月 19 日 に 効 是 の 腹 
面 へ 移動 し て 糸 を 張っ て 菌 を 作り , 9 月 26 日 に 2 頭 , 27 日 
に 1 頭 の ハチ が 羽化 し た . 2 齢 の 付着 物 は 9 月 21 日 に 腹面 
へ 移動 し て 同じ よう に 葵 を 作り , 9 月 28 日 か ら 29 日 に か 
け て 8 頭 の ハチ が 羽化 し た . これ ら の ハチ は , 上 条 一 昭博 
teks TeX ANF AO Euplectrus sp. と 同定 され た (8 
極 ・ 佐 藤 , 2008). 


2008 年 9 月 12 H, 本 種 の 1 Hib OW OO — TE e AL. 
9 月 17 日 に 再度 訪れ る と, 2 頭 の 幼虫 が 移動 せ ず に 同じ 場 
所 に いる の を 発見 で きた . 他 の 幼虫 は 発見 で き な か っ た . 


この 2 頭 の 1 MORO MICs, それ ぞ れ 2 個 ず つの 乳白 
色 の 水滴 状 を し た 物体 が つい て いて , これ は 寄生 蜂 の 効 虫 
と 判断 し た (Fig. 12). 


この 和 寄生 され た 1 画 効 虫 を 採集 し , 自宅 で 飼育 し た と ころ , 
18 日 朝 ま で は ササ の 葉 を か じ る こと も あっ た が , 20 日 に 
死亡 し た . また 寄生 し て いた 4 頭 の ハチ の 幼虫 の うち , 198 
は 18 日 に 小さ く な っ て 19 日 に は 肉眼 で 観察 で き な い ほど 
まで 小さ く な っ た . 残る 3 頭 の ハチ の 効 虫 は , 17 H, 18H 
と 少し ずつ 大 きく な り , 19 日 に 急 に 成長 し (Fig. 13, 9 H 
20 日 に 幼虫 の 腹面 へ 移動 し た . 幼虫 の 体 と 定位 面 の 間 に 和 糸 
を 張り , その 後 糸 の 量 を 増やし て 蘭 を 作り (Fig. 14), 9 月 27 
日 に 3 頭 の ハチ が 羽化 し た . 2001 年 の ヒメ コバ チ 科 の ハチ 
と 同種 と 思わ れる . 


Euplectrus 必 の ハチ は , 賊 類 の 幼虫 に 外部 寄生 し , 1 ROSE 
主 に 複数 の 個体 が 寄生 する 多 和 寄生 で ある 事 , コバ ナチ の 中 で 
は 珍し く 芳 を 作る 事 , また チョ ウ へ の 寄生 は 知ら れ て いな 
いと の 事 で ある (上 条 博 士 私 信 ). 


中 山 町 で の 観察 か ら . これ ら の 寄生 蜂 の . 本 種 夏 型 成虫 が 
産卵 し た 卵 や 幼 東 へ の 寄生 は 多い と 思わ れる . 前 述 し た 晩 
秋 の 低温 に よる 効 虫 の 死亡 と と も に , 本 種 の 春 型 成虫 の 個 
体 数 が 夏 型 成虫 の 個体 数 の 比べ て 少な い 原 因 の ひと つと 推 
測 さ れる . 
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Summary occurred in the same period, late August, in this area. 

1. We give ecological notes on larval food plants, life histories, 4. The summer form adults of this species visited tree sap on the 
behavior of summer form adults and parasitism in immature trunks of deciduous oaks, Quercus acutissima and Q. variabilis 
stages of Neope niphonica niphonica Butler in Kanazawa City, in the early morning and rested in the daytime. The peak of 
Central Honshá, Japan. their activities was observed in the evening. 

2. In this area, this species uses the dwarf bamboo, Sasa palmata 5. In this study, we found that two parasitoid wasps: Telenomus 
Nakai, as their larval food plant, while the related species, N. hakonensis Ashmead (Scelionidae) and Euplectrus sp. 
goschkevitschii Ménétriés is thought to be dependent on other (Europhidae) respectively attacked the eggs and young larvae 
species of dwarf bamboos such as Sasaella ramosa Makino. (1st and 2nd instar) of this species. 


3. We found that summer form adults of these two related species (Received February 18, 2011. Accepted August 8, 2011) 
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